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０．自己紹介



・建築好きな市民の集まり、 2009年結成

・広島の建築の魅力を内外に発信する活動を展開
・建築ガイドブックの発行
・建築公開イベントの開催 等

■アーキウォーク広島について



・被服支廠の根本的な課題は知られていないことと
捉え、知ってもらうための活動を続けてきた。

■被服支廠倉庫に関する活動

2014年 日本建築学会による学術調査をアレンジ

2016年 一般向け見学会とシンポジウムを開催

2017年 紹介冊子「見、知り、訪れ、想う」発行

2019年 ひろしまたてものがたりフェスタの一環
で一般向け見学会を開催

2020年 保存再生案を作成、シンポジウム開催
現地見学会を15回開催（計940名参加）

2021年 現地見学会１回開催（130名参加）



■一般向け見学会（2016年）



(C) Oda Yasumasa

■一般向け見学会（2016年）



■シンポジウム（2016年）



■記録冊子の作成（2017年）



■保存再生案の作成（2020年）
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被服支廠建設当時（1905年）レンガ倉庫はまだない。（広島市公文書館所蔵）

■江戸時代の新開地（元は遠浅の海）で農地
だった場所に建設された大規模な軍需工場



■江戸時代の新開地（元は遠浅の海）で農地
だった場所に建設された大規模な軍需工場

広島県立文書館所蔵

事務所棟（1967年解体）

旧13番庫（現1号棟）

レンガ塀（2020年解体）



■現存するのはレンガ倉庫４棟のみであり、
往時の敷地のごく一部に過ぎないが…



■それでも百米級の建屋が並ぶ圧倒的な大きさ
連続するレンガ壁面として国内最長クラス

(C) Sugita So



■床面積は４棟で約23,000㎡

660㎡
約25m

約91m

660㎡ 660㎡

１棟の床面積5,500㎡ ⇒ ４棟で約23,000㎡

レンガ壁で仕切られた大部屋が３室×３層×４棟＝36室ある

高さ
約15m

（階高4.3m）

ここでは国所有の４号棟も含めた全体像を示す。数字はアーキウォーク広島調べによる（大まかな目安）



広島パルコ本館
延床約23,000㎡（売場約13,000㎡）

■23,000㎡は横浜赤レンガ倉庫をも上回る

横浜赤レンガ倉庫
延床約16,200㎡
（5500＋10700）

広島市まちづくり市民交流プラザ
延床約5,800㎡（校舎除く）



約40m

約320m

約150m

約40m

約1.7ha

■現状の敷地は約1.7ha

アーキウォーク広島調べによる（地図を計測しており精度は高くない）
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■被服支廠の先には港、更に先には大陸がある
（宇品港には陸軍運輸部の本拠地があった）



■被服支廠倉庫は市内最大の近代化遺産であり
“軍都のスケール”を体感できる唯一の場所



■軍都として発展した広島の近代史を体現する
存在であり、仮に被爆していなかったとして
も重要性は変わらない。

■歴史を学ぶには書物で知識を得るだけでなく
五感で得る実感が不可欠。４棟が揃って残る
意義は “実感を得る機会” にある。

ここに身を置くだけで、広島の
近代史を直感的に理解できる
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■本作の竣工は1913年で、ＲＣ（鉄筋コンク
リート）造の建物として日本最古級。

■レンガとＲＣを併用する極めて珍しい※１

構造であり、レンガからＲＣへと移行する
過渡期の様相をよくとどめる。

■関東大震災前の建築だが、広島は既に芸予地
震※２を経験し耐震性の意識はあったと推察

※１ 他の現存例としては佐世保の旧海軍凱旋記念館がある。
※２ 1905年の芸予地震ではレンガ造だった呉の海軍施設が一部倒壊した

1911年
旧三井物産
横浜支店

1903年
フランクリン通りの
アパート（フランス）



レンガとＲＣの併用に加え、屋根がＲＣという
のは大変珍しい。技術的なチャレンジが伺える。

■レンガとＲＣの併用（イメージ）

アーキウォーク広島調べによる推測図



RCの梁を受ける
柱が無い！
（RCのラーメンではな
く、あくまで組積造）

開口部はレンガ
のアーチ

レンガ壁の上に
RCの床板が載る

■レンガ壁の上にＲＣの梁やスラブが載って
おり、現代の感覚では奇異に映る箇所も。

梁 梁

はり



スオメンリンナ要塞
（フィンランド）の
旧陸軍倉庫

■レンガとＲＣを併用した理由は不明。

■本作はあくまでレンガ造であって、内部の柱
や床（従来は木や鉄で作っていた）をＲＣに
置き換える技術的な試みがなされたと推測。

レンガ壁の上
に木造の梁と
床が直接載る



■外壁と内部で構造を変えた結果、空間の印象
も内外で全く違う。

赤レンガ
…レトロな印象



■外壁と内部で構造を変えた結果、空間の印象
も内外で全く違う。

コンクリートで大スパン
…モダンな印象



■特に３階は、傾斜するＲＣ屋根・太く斜めの
梁・細い柱で構成される独特な内部空間に。



■戦後の若干の補修・追加箇所がみられる
（２号棟１階）



■戦後の若干の補修・追加箇所がみられる
（２号棟１階）



■４号棟は戦後に学生寮として使用された際の
設えが残っている



■４号棟は戦後に学生寮として使用された際の
設えが残っている



■建築として、他にも多数の見どころがある

石とＲＣで意匠を揃える

地面近くには
焼過レンガ？

窓枠は横スライド

柱ではなく
バットレス

１階が地面より高
いのは洪水対策？

1FL
GL
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■被爆建物とは…

・広島市は爆心地から5km内のものと定義※１。
被戦災建物に特別な意味を与える意識は
他の戦災都市にはない※２特有のもの。

・被爆建物は、被爆者や被爆樹木等とともに
原爆被害に遭遇した当事者とされ※３、その
保全は公共性を帯びると捉えらえる。

※１ 広島市被爆建物等保存・継承実施要綱（1993年）
※２ 原爆被害は通常の空襲とは一線を画し、広島では戦災復興も特別法に

基づく「平和記念都市建設計画」とされる。長崎では浦上天主堂の
保存論争等を経て、現存する被爆建物は僅か（城山小校舎のみ？）

※３ 例えば被爆建物に係る国の予算は被爆者援護の一環と整理されている



■被爆建物への意識も時代により変化している
が、建物数は減少の一途。

1966年 原爆ドーム保存の市議会議決節目①

■原爆ドームの保存論争。市は解体方針で市民は賛否が分かれる

■生活再建のため、焼け残った建物を使用
（被爆建物という意識はない）

■1985年 最大級の被爆建物だった旧市庁舎の解体
■1990年 被爆建物の保存を求める市議会議決

■高度成長期に多数の被爆建物が解体され喪失

1993年 被爆建物の把握と支援制度の創設（市）
⇒被爆建物の定義（爆心地から5km）が定まる

節目②

■支援制度創設後も被爆建物の解体が相次ぐ
■2016年 長崎では複数の被爆遺構をまとめて国史跡指定
■2020年 被服支廠倉庫の保存論争

現在

1945年

アーキウォーク広島調べによる



■被爆時は焼失を免れるも爆風により損傷

■レンガ倉庫は臨時救護所となったため、建物
内での死者数も最大級との指摘がある。

（全焼区域）

（半焼区域）

被服支廠

U.S. Army Map Service, 1945-1946



■レンガ倉庫は戦後もそのまま使用されたため
被爆時の姿がほぼ完全に残る。
⇒ 当事者がそこにいるという説得力

変形した鉄扉



■レンガ倉庫は戦後もそのまま使用されたため
被爆時の姿がほぼ完全に残る。
⇒ 当事者がそこにいるという説得力

瓦もオリジナルの可能性大



■さらに、原爆ドーム等とは異なり、改修する
ことで使い続ける（⇒何かを創造する）こと
ができる。

イメージ：KIITO（神戸市）
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２．活用を考えるポイント



■2020年に独自に作成した再生イメージ



現地と建物の位置づけ・解釈

■広島の近代史を体現し、人類に残
された最大級の被爆遺構

■軍需工場だった土地の記憶

■周辺の現況との調和

広島全体を見据えた課題意識

■都市の記憶（近代化・戦災・復興）
を説得力ある形で受け継ぐ必要性

■丹下健三の「平和を創る工場」の
機能を補完する必要性

■地域経済にメリットを生む必要性

■再生イメージ作成時の考察

再生
イメージ

持続可能性
の観点



■持続可能性の観点

＜活用を前提とする保存＞
多くの人が訪れる用途の導入、運営上の工夫

多くの人が愛着を
感じる、誇りに思う

自らの維持費は
自ら稼ぐ

建物を持続的に保存できる



・周辺には他の被爆遺構のほか、美術館などが立地。
線的な地域資源には旧宇品線の廃線跡がある。

■周辺の地域資源

県立工業高校、
皆実高校

旧宇品線の跡

現代美術館

広大付属高校

旧広島大学

平和記念資料館

広大医学資料館

被服廠通り

郷土資料館（旧糧秣支廠）

比治山公園



①建物を長期的に保存するため、愛着を持たれ、
維持費を自ら稼げる、多くの人が訪れる用途を導入

②広島の近現代史に触れ、復興と平和を巡る人々の
活動を知るとともに、世界への情報発信を担う
（丹下が述べた「平和を創る工場」の機能補完）

③ものづくりの歴史を継承した創造的な活動を担う

④観光客の滞在時間延長に寄与し、地域経済への
メリットを生む

⑤公民連携事業を基本とし、棟ごとに保存と活用の
バランスを変える

■再生イメージの骨子



■再生イメージ

ピース＆アートサイト

ものづくり・スタートアップ支援

ライフスタイルホテル

施設運営は
公民連携事業化

１号棟

２号棟

３・４号棟



保存重視。シティミュージアムやアトリエなど。（公営前提）

■１号棟：ピース＆アートサイト

広島をテーマ
とする作品の
常設展

滞在制作

観光客の滞在
時間が増える

シティミュージアム
（被服支廠自体の資料
展示も含む）



保存重視。シティミュージアムやアトリエなど。（公営前提）

■１号棟：ピース＆アートサイト



工場⇒現代美術館：Dia Beacon（アメリカ）

■１号棟：ピース＆アートサイト



工場⇒メディアアートに特化した施設：ZKM（ドイツ）

■１号棟：ピース＆アートサイト



シンガポール シティミュージアム

■１号棟：ピース＆アートサイト



活用重視。産業振興の目線を入れつつ民営ベース

■２号棟：ものづくり・スタートアップ支援

シェアオフィス

起業支援
カウンター

工房・ショップ

ホール

２階には飲食店も



倉庫⇒スタートアップ系オフィス：Industry City （アメリカ）

■２号棟：ものづくり・スタートアップ支援



活用重視。交流・体験を付加価値とするホテル（民営）

■３・４号棟：ライフスタイルホテル

床と屋根を一部撤去し建物
内に吹き抜けを作る

他棟（アートサイトやものづくり拠点）
と連携し、特別な体験をしながら滞在で
き、様々な人と交流できることを付加価
値とする「ライフスタイルホテル」。



倉庫⇒テーマ性のあるホテル：ONOMICHI U2（尾道）

■３・４号棟：ライフスタイルホテル



近年も多くの被爆建物が失われており、補助金だけで
なく、持続可能性を与える総合的なサポート（空き家
再生事業にも似た）が必要と考えられる。

残り僅かとなった被爆建物を次世代に受け継げるかは
被服支廠倉庫の再生にかかっている。

さいごに…

※広島アンデルセン（写真左端）は壁面の一部が保存されている


